










を校異 用いた。円珠庵本は重要文化財に指定されており現在閲覧できないが、中之島図書館蔵の影印写真によれば 文を契沖 異なる筆
跡で三手文庫本などと同じく五家集を合写したものである。
稿者が担当した同全釈の伝本の解説では、円珠庵本と三手文庫本の
成立の先後関係については断定しなかった。しかし、合写された他の家集も含めた本文の検討を行うと、三手文庫本は、手沢本︵円珠庵本︶の書き入れを整理し、証本とするべく契沖自ら浄書したもので、円珠庵本 方が三手文庫本の親本ということになるようである。本稿 は以下三、 四節でそのことについて論証し いきたい。民部卿典侍集だけでなく、 ﹃新編国歌大観﹄の馬内侍集 ﹃新編私家集大成﹄の馬内侍集、殷富門院大輔集の底本は三手文庫 であり、特筆すべき異文はないものの、通行テキスト の成立 経緯が明らかにでき と考える。五節では三手文庫 写時期 推定 た。また、内閣文庫本相模集から、本稿で扱う続群書類従原本の原態 考察 た。
契沖は同一作品に書き入れを重ね、複数回書写を行った。契沖の没









































































































































































































































































































一二八、 一四八～一五二、 一五四番歌をもたない国立歴史民俗博物館本︵一四七首︶ 、東京大学南葵文庫本︵一四八
五七





れ﹂の歌は本文としてあり、一五四番歌はない。特に歌数が少なく補入の多い本で、五～一〇 五四番歌下句～五九番歌の十一首半 親本に欠落して たことについて ﹃康資王母集注釈﹄では親本︵或いは祖本︶に﹁七葉一括を単位とする列帖装を想定した場合﹂一続きの料紙になるため、その物理的な欠脱によるものとしている。本奥書ながら書写年次を有する契沖筆 として重要な伝本である。調査する機会を得て実見したところ 本文・書き入れ・本奥書ともた かに契沖筆と認められた。書誌 次 示す。
???????????????
二一・一〇二・一二二三︵?と略称︶




































































































































また、 ﹁か﹂ ﹁歟﹂はついていないが、大東急本の墨筆傍記の本文が円珠庵本と一致している箇所が九例あり、そのうち、大東急本ではその箇所で本文を朱でミセケチし あるものが四例ある。







































































































































































一四・一六番の二首を有するもの三手文庫本︵二〇九首︶ 、山口図書館本︵二〇九首︶ 、龍谷大学図書館蔵写字台文庫旧蔵本︵二〇九首︶ 、東京大学国文学研究室蔵本居文庫本︵二〇九首︶ 、東海大学附属 館蔵桃園文庫旧蔵本︵桃ニ九・六八︶ 、書陵部蔵続群書類従本︵二一一首︶
Ⅱ
　



































︵一六七四～一七五四︶が享保三年︵一七一八︶に書写し、それを寛保元年︵一七四一︶に小野田重好が書写した馬内侍集が本居記念館本である。この本奥書に見える宗武が披見した本にも民部卿典侍集が合写されている。﹁天王寺神主松本氏之本﹂は、円珠庵本とも異なる系統の伝本であるらしい。竹鼻氏による本文異同を参照すると、本居記念館本﹃馬内侍集﹄本文は三手文庫本、円珠庵本などの契沖本系統﹃馬内侍集﹄本文に対立する独自異文をもつⅡの系統︵一四・一六番の二首を欠く︶に属するものである。ただし、 居記念館 は二〇八・二〇九を有するⅠ類本と接触してこの二首を補う。馬内侍集しか書写されていないため他の四家集 つい は本居記念館本の祖本を伺い知れない。不審なのは、似閑の生前であるにもかかわらず、似閑の門人である














そこには似閑奉納本と重複するものもあるだろうと述べている。樋口宗武が写した﹁天王寺神主松本氏之本﹂ また、契沖の弟子、海北若冲︵一六七五～一七五一︶の旧蔵書なのだろうか。右の書簡を紹介した久松潜一によれば若冲の蔵書は天王寺明静院に って、そ 後殿村家等諸家に散佚したという。現在、 ﹃海北若冲蔵書目録﹄が彰考館︵亥・七︶と内閣文庫︵二一九・一六八︶に、 ﹁円珠庵遺書目附門人海北若冲﹂が内閣文庫 五八・三九九︶に所蔵される。確認すると契沖の著作や歌書や家集が並ぶなかに﹁馬内侍／相模集
　
一冊﹂とある。























































































































































 久松潜一﹁契沖伝﹂ ︵佐々木信綱ほか 九
　
朝日新
聞社
　
一九二七年︶ 。
付記
　
所蔵典籍の閲覧調査の許可を賜った上賀茂神社、大阪府立中之島図書館、山口県立山口図書館、宮内庁書陵部、国文学研究資料館、国立公文書館、五島美術館に篤く御礼申し上げます。
